
    年  月   日   週目 主日                        

        平凡 人物     今  語 継   人物            仕事 捨            決断         決断 主 恵          

                      従                人生 仕事        時          会   御自身 従          

1. 不従順した人生 2. 従順する人生 3. .弟子の祝福 4部「第二の RUTC運動と
現場」使 13:,16:,19:

1)ルカ 5:5(先生。私たちは、夜通し
働きましたが、何一つとれません

でした)
(1)ペテロは漁をしていたがうまく
いかなかった

－神を知らない人生は年を重ねる

ごとに難しくなる。

(2)本来の人間
①神様と共にいる(創 1:27)
②全てを支配する(創 1:28)
③病も悩みもない人生

(3)創 3章の事件
①サタンの誘惑－人間を主人

②善悪の知識の木の実を食べる

－契約を破る

③ローマ 3:23(すべての人は、罪を犯
したので、神からの栄誉を受ける

ことができず)
・神様との関係が断絶・原罪を

持つ・サタンの奴隷

2)創 3:17－19(わたしが命じておい
た木から食べたので、土地は、あ

なたのゆえにのろわれてしまった。

あなたは、一生、苦しんで食を得

なければならない)
(1)アダムとエバは自分を主人とし
た時に勤労の苦しみ

(2)人間の問題は自分が主人となる
時に問題－ペテロは自分が主人だ

った時に漁に失敗した。

(3)ペテロがうまくいかない時
－イエス様が訪ねてこられた。

(4)神様から離れた状態－問題が来る
(5)人生がうまくいかない時・失敗した
時、弱い時－キリストが必要

1)ルカ 5:3(イエスは、そのうちの一つの、
シモンの持ち舟に乗り、陸から少し漕ぎ

出すように頼まれた。そしてイエスはす

わって、舟から群衆を教えられた)
(1)自分が限界の時・うまくいかない時
－主は訪ねて来られる。

(2)イエス様は船の上から群衆に話をした
－ペテロはイエスの話しをよく聞いた

(3)ペテロはイエス様の話を聞いて信仰を
持つようになる。

2)ローマ 10:17(信仰は聞くことから始ま
り、聞くことは、キリストについてのみ

ことばによるのです)
(1)御言葉をよく聞く。
(2)キリストが誰であるのかを悟る。
3)ルカ 5:4-5(話が終わると、シモンに、「深
みに漕ぎ出して、網をおろして魚をとり

なさい」と言われた。するとシモンが答

えて言った/「おことばどおり、網をおろ
してみましょう」)

(1)ペテロは信仰があったのでイエス様の
言葉を聞いて、漁のため網をおろした。

(2)御言葉に従順した－主を人生の主人と
した(ペテロの経験、価値観を捨てた)

(3)イエス様を主人とする－驚くべき御業
(カーネギーの鉄鋼会社－カーネギーの
席の後ろにイエス様の席を設ける)

4)Ⅰサム 15:22(見よ。聞き従うことは、い
けにえにまさり、耳を傾けることは、雄

羊の脂肪にまさる)
①主は、アマレク人の戦争の際、人、家畜

を聖絶(根絶やし)するように言われる。
②サウル王は、家畜を残しておいた

－御言葉への不従順(物欲を持って
いた・自分が主人となっていた)。

③不従順は偶像崇拝の罪(Ⅰサム 15:23)。
④主はサウル王の王位を退けられる。

1)ルカ 5:6-7(そのとおりにすると、たくさんの魚が入り、網は
破れそうになった)

(1)これまでのペテロの人生－衣食住のための人生
(2)イエス様の奇跡(網が破れそうになるほどの魚)
－ペテロはキリストに対する信仰を持つ

(3)イエス様を主人として御言葉に従う時－キリストの力を体験
2)ルカ 5:8(これを見たシモン・ペテロは、イエスの足もとにひ
れ伏して、「主よ。私のような者から離れてください。私は、

罪深い人間ですから」と言った)
(1)ペテロは自分が罪人であることを分かる。
(2)イエス様を信じないことが罪－ヨハネ 16:9(罪についてという
のは、彼らがわたしを信じないからです)

(3)神様の子どもの罪:イエス様を自分の主人としないこと
(4)キリストに対する信仰
①イエスはキリスト・キリストはキリスト・キリストは主人。

②キリストは、過去、現在、未来の問題の解決者。

③キリストは罪,サタン,神から離れた問題を解決－全ての問題を解決
3)ルカ 5:10-11(あなたは人間をとるようになるのです。」彼ら
は、舟を陸に着けると、何もかも捨てて、イエスに従った)

(1)ペテロは、キリストを主人として、主に従う－主が聖徒の主人
(2)人間の努力に頼る考え－人本主義・人間の限界にぶつかる
(3)イエス様を主人とする人生－唯一性の答え・証人となる人生
4)Ⅰぺテ 2:9(選ばれた種族、王である祭司、聖なる国民、神の
所有とされた民です/あなたがたが宣べ伝えるためなのです)

(1)イエス・キリストは真の王、真の祭司、真の預言者。
(2)キリストが共におられるので、万民王(悪魔に勝利・世に勝利）、
万民祭司(祈る時に赦される・祝福される)、万民預言者(伝道・
宣教の祝福）とされた。

(3)イエス様を主人として、問題や事件は全て主に任せる。
結論

①エペ 6:18(すべての祈りと願いを用いて、どんなときにも
御霊によって祈りなさい)
・悩み事、心配を全て祈る－主が主人となり責任を負われる

②使 1:8(聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたがたは
力を受けます／地の果てにまで、わたしの証人となります)
・祈る時に聖霊の満たしを受ける

・イエス様が主人となっていれば証人となる。

序論:3つ
1．騙されるな
1）貧しい者(創 1:2)
2）成功した者(創 3、6、11:）
3）二重生活－聖徒
4）霊的な問題(使 13、16、19:）
病、精神病、うつ病、パニック

障害、麻薬、自殺

2．私を生かしなさい
1)現場
2)人
3)仕事(ヨセフ）
3．力
1)いつも－２１の生活
カルバリ山、オリーブ山、マル

コの屋上の間→15の生活
天命、召命、使命、当然、必然、

絶対、一心、全心、持続、ただ、

唯一性、再創造、24時、25時、
永遠→刻印、根、体質

2)方向－9つのポイント
(上・下・左右、過去・現在・未
来、高さ・広さ・深さ）

3)世界化
マタ 28:16－20、マル 16:15－
20、使 1:8
4)三つの今日－未来
5)平安－生活、余裕、祈り(霊)
本論：第二のＲＵＴＣ

1．神様が与えた奥義
1)霊性運動(祈り）
2)知性運動
3)文化運動
2．神様が必要とされる伝道、
宣教

1)福祉、2)NGO、3)文化
3．神様が与える癒し
1)霊的、2)心、3)肉体
結論

1．Ⅰコリ 3:16 私

2．Ⅰコリ 12:12－31 教会

3．マタ 18:18－20 現場



区域地教会（2017 年 5 月 14 日～5月 20 日）

【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「おことぱどおり」 (ルカ 5:1-11)

【讃美】 399(546） 「栄えの王にます主の」

【祈り】

①教会の祈りの課題

・「第二の RUTC 運動」（本部 元旦メッセージ）のメッセージの成就のために。

・「第二の宗教改革」（福音宣教教会 元旦メッセージ）。全聖徒が万民王、万民祭司、

万民預言者の使命を成し遂げ、2017 年に 1％福音化が成されるように。

・ 3 つの運動（区域地教会，レムナント，8000 教会･286 人の宣教師）の成就のため。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

とは、限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

講壇メッセージを通した御言葉・祈り・伝道

御言葉黙想

ルカ 5:5『するとシモンが答えて言った。「先生。私たちは、夜通し

働きましたが、何一つとれませんでした。でもおことばどおり、網

をおろしてみましょう。」』

祈り

天の父なる神様。あなたの驚くべき救いの恵みに感謝を捧げます。

私が今まで、自分を主人として、自分の考え、思いのままに生きて

いたところがあれば、主の前で悔い改めます。ペテロがキリストに

対する信仰を持って、キリストに従ったように、私も自分の考えを

おろし、キリストと御言葉に従う者にならせて下さい。また御言葉

に対する不信仰を取り除いてくださり、御言葉によって導かれる者

になれますように。

イエスがキリスト、キリストがキリスト、キリストが私の主人で

す。私の心配や恐れ、悩みも全て主に委ね、主が私の主人として導

いて下さい。主が私の人生、生活を責任を負って下さい。何も思い

煩わず、全てのことを祈りに変えていくことが出来ますように。こ

のお祈りをイエス・キリストのお名前によってお祈りします。

アーメン

伝道
(対象者 3名)

今週の

ミッション

・講壇のメッセージの書き起こし

・御言葉の暗唱(レムナント)

【Memo】


